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研究結果の概要 

【背景・目的】 

本学は富山県内の多数の施設で臨地実習を行っているが、富山県内における医療施設は、実習

で大学教育を受けた看護学生を受け入れる機会が少ない現状がある。実習指導者は、看護系専

門学校との実習形態の違いによる大学教育における実習への戸惑いや困難さを感じている状況が

ある。そこで、教員と実習指導者等の連携強化および大学教育における実習について相互に理

解することを目指し、県下の実習施設の実習指導者を含む学生を指導する看護職者（以下、実

習指導者）を対象に、実習指導者・教員連絡会（以下、連絡会）を企画・開催し、連絡会にお

ける研修プログラムの実施が、実習指導者の指導意欲に及ぼす効果を検証することを目的とし

た。 

【方法】 

実習指導者・教員連絡会は令和 5年度 8月 20日に開催した。参加者は、教員 53名、実習指導

者 68名である。そのうち連絡会に参加した実習指導者のうち同意を得られた 37名を対象とし、

連絡会参加前・後に指導意欲に関する自記式質問紙調査を実施した。質問紙調査の指導意欲の項

目内容は、仕事意欲測定尺度（佐野ら，2005）を原作者の許諾を得て一部改変した。 

本研究は富山県立大学「人を対象とする研究」倫理審査部会の承認を受け実施した。 

【結果】 

指導意欲 15 項目の合計は、研修会前に比べ、研修会後において有意に得点が高く、特に 15 項

目中 7 項目が研修会後で有意に得点が上昇した（p<0.001）。自由記述から連絡会での学びによ

り、指導意欲の向上に繋がる内容が示されていた。よって、連絡会は臨地実習に対する実習指導

者の指導意欲向上において一定の効果を認めることができたと考える。 

  

 

 

今後の展開 

R5 年度実習指導者・教員連絡会に参加した実習指導者を対象に、実際の実習を通して学生指

導を行った後の指導意欲等に関する自記式質問紙調査を予定している。 

また、教員と直接実習に携わる実習指導者等との意見交換を図り、看護学実習の質を向上さ

せるため、継続的に実習指導者・教員連絡会の開催を計画していく。 

なお、本研究の成果は学会発表と論文発表を行う予定である。 

 

 


